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豊橋技術科学大学「イノベーション協働研究プロジェクト」研究概要 

 

１．プロジェクト名  

豊橋技科大－アスモ 先進モーションテクノロジ研究プロジェクト 

（TUT-ASMO Advanced Motion Technology Laboratory Project） 

 

２．共同研究リーダー氏名・所属・職 

 三浦 純・情報・知能工学系・教授 

 

３．戦略的研究部門の種別 

■ 創発型システム研究部門  

 

４．共同研究の概要 

 本共同研究は，アスモの主要製品分野であるワイパ用モータ制御を対象分野として，

ドライバーが目障り感なく快適と感じ，また視認性を高めることにより運転の安全性向

上に寄与するワイパ制御を実現し，広く利用される技術として社会に貢献することを目

的とする．快適かつ視認性の高いワイパ駆動には，どのようなワイパの動きを快適と感

じるか，どのようなタイミングでワイパを動作させるか，そしてエネルギ消費などの効

率性も考慮してどのようなシステムとして実装するか，という多様な観点からの研究開

発が必要となる．そこで，それぞれの課題に対して，課題解決のための認知科学，情報

処理，制御工学等の理論的基盤を研究する TUTの研究者と応用研究開発を行うアスモの

技術者の協働チームを複数組織し課題解決に当たるとともに，最終的にはそれらを統合

したシステムとして実装することを目的とする． 

 

５．目指すべき方向 

 学術研究として価値のある成果を挙げるとともに，実応用のための基盤としても有用

であることを示すための応用開発研究としての実績も示すことを目指す．さまざまな機

械制御において従来は効率や機能性のみから設計・評価することが多かったが，今後は

人の感性や認知に関わる観点が重要になると考えられる．本プロジェクトがそのための

一つの典型例となることを目指す． 
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６. 概念図 

 

 


